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 FRC 砕石の基本物性  
  固化体破砕材（FRC®砕石、FRC®ドリームストン  

主原料  石炭灰+セメント+水  

物 性  最大粒径：40 ㎜、吸水率：29.85％、最適含水率：36.4％  

最大乾燥密度：1.191g/㎤、すり減り減量：33.7％  

塑性指数：NP、凍上速度：0.07 ㎜ /ｈ  

透水係数：6.9×10-3 ㎝ /s （ドリームストン：5.5×100 ㎝/s）  

強度特性  圧縮強さ（材齢 28 日）：18N/㎟以上 
修正 CBR：82.6％、 せん断抵抗角：41° 

施行性  RC 砕石に比較し 35％程度軽量のため運搬コストが削減できる。  
特殊機械を必要とせず下層路盤材と同様の施工性を有する。 
透水係数が高く降水時の作業も可能。また砂の代替えしてサンド

マット工法にも利用できる。  

軽いが水に浮かず構造物に作用する土圧や荷重の軽減効果により

裏込め材として利用可能。  

狭嗌な個所での作業では軽量な事で作業員の負担が軽減される。  

用 途 下層路盤材、盛土材(路体、路床）、裏込め材、各種構造物の基礎材  

  
製造フロー  

 
 
 
    
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 製品紹介  
 
 
 
 
 
 
 

 

混 合  成 型  蒸気養生  

破  砕  粒度調整 製品貯蔵 

貯蔵・投入  原料受入  

出 荷  

FRC®砕石  生物共生型 Fa ブロック  
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整理 No. ０４ 分類 「フライアッシュ」、「その他」 

会 社 名 株式会社 シンコー 

担 当 者 工事課長 小笠原 陽 

連 絡 先 
TEL 022-295-1708 FAX 022-295-1709 

E-mail a.ogasawara@shinko-kenzai.com 

技術の名称 流動化処理土（長距離圧送） 

概  要 
(150 字程度) 

シールド工法の掘削にて発生するシールド掘削泥土をインバート材と

して利用するために流動化処理土工を行った。揚土されたシールド掘

削泥土を、生石灰を用いて一次処理を行い、改質土を主材とした流動

化処理土を作成し固化材、フライアッシュ、ベントナイト等を連続的

に撹拌してシールド内部のインバート部へ圧送、打設を行う。  

技術登録等 特許第 5571219 号 

技術の概要 
 
 
 
 
 
 
 

次頁 
あり 

 

阪神高速道路の新規計画路線にて大口径のシールド掘削工事が行わ

れ、大量に発生する掘削泥土の再生利用を促すため、流動化処理土に

よるインバート部への埋戻しが検討された。  
当工区では往路で  2,000m 以上の距離があり流動化処理土を長距離に

圧送る技術が求められた。ここではフライアッシュ独自の球形状粒子

から得られる圧送性向上効果から処理土への配合が決定された。  

図-1 流動化処理土打設部  
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技術の概要 
（つづき） 

施工フロー（一次処理） 
排出された掘削泥土は土砂性状として一定品質を確保するため、専用

機械で土塊を解砕し、生石灰にて改質を行った。 

図-1 一次処理フロー図 

 

写 -1 シールド泥土      写 -2 泥土解砕機 

 

施工フロー（二次処理） 
フライアッシュは事前にベントナイトや混練水と混ぜ合わせ、スラリ

ーを作成し、改質土と固化材を油圧式の連続ミキサーにて混合し流動

化処理土を製造した。 

処理土の圧送は高圧の定置式ピストンポンプで行い、地上配管 

300m、坑内の最大圧送距離は往路本線と復路本線を合わせ 3,400m と

なった。また、圧送後の強度低下や材料分離等の品質の劣化も見られ

ず安定した打設が行えた。 
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技術の概要 
（つづき） 

 

図 -2 流動化処理土製造フロー図 

写 -3 プラント全景     写 -4 処理土排出状況 

図-3 プラントから坑内への圧送ライン 

写-5 打設状況        写-6 場内掲示板 
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